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のが生ずる D しかし，乙れのみでは S の値を説明し得ず，その他に，正負イオンの電子雲がその周辺
で重なり合う効果を考慮せねばならない。しかも，この二つの効果はアノレカリとハロゲンに対して，
一方は和，他方は差としてきくので，以上の系統的研究の結果として，両者の効果を区別することが
可能となった。金城君は，この解析をていねいに行なって，イオンの重なりの部分を明らかに示し
?
た
アノレカリハライドの核電場勾配については，いろいろの説明が報ぜられているが，金城君はこの研
究によってその成因を明らかにすると共に，量的にも相当の知見を得ている。
よって本論文は，理学博士の学位論文として十分の価値があると認める。
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